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一般化可能性を保証する Conditional cross-design synthesis 推定量 [1]

メディケイドは Medicare&Medicaid Services が管理する保険制度で、低所得者や障碍者な
ど、アメリカ国民の 5 分の 1 にサービスを提供している [2]。ニューヨーク市では、メディケ
イド受給者のほとんどがMedicaid Managed Care(MMC) を通じてヘルスプランを利用してい
る。MMCの適切な管理には、その医療費支出を把握することが重要である。しかし、ヘルス
プランごとに医療費支出に差があるだけでなく、ヘルスプランごとに受給者の特性も異なって
いる。そのため、受給者の違いを考慮した評価をする必要がある。
ニューヨーク市では、ヘルスプランを自分で選ばない受給者は、地域ごとの適格性に基づい

てランダムに割り当てられている。ランダム割付群はニューヨーク市のメディケイド受給者全
体の 7%にすぎず、代表性が無い。一方で、自らヘルスプランを選んだ 93%の観察群から得ら
れる推定値には、請求データに記録されていない因子による交絡の可能性がある。医療費支出
の評価に際しては、これら 2つの課題に対処することが求められる。

"Data fusion"は、ランダム割付データと観察データを統合することで、各データソースの欠
点を解消し、母集団への一般化を可能とする。しかし、既存のアプローチは、ランダム割付の
対象外への外挿 [3]、未測定の交絡因子が無いこと [3][4]、効果修飾因子を共有する第 3のデー
タソースの利用 [5] [6] といった厳しい仮定を必要としていた。
本抄読会では、ランダム割付データと観察データを組み合わせる新しい方法として、Con-

ditional cross-design synthesis(CCDS) 推定量を提案した論文を取り上げる [1]。CCDS アプ
ローチは、ランダム割付データと観察データの重複する領域から条件付きバイアス項を推定し、
それを用いて観察データに基づく推定量のバイアスを補正するものである。これらの手法は、
観察データに伴う未測定交絡と、ランダム割付データに含まれる確率の正値性に対して頑健で
ある。
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